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日本いのちの電話連盟 
東日本旅客鉄道株式会社 

 

「自殺予防いのちの電話」フリーダイヤル実施に伴う駅頭周知活動について 

 

日本いのちの電話連盟は、国庫の補助金を受け、厚生労働省等の後援により、2013 年 3
月までの毎月 10日に、自殺予防のためにフリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」を設置
し、相談を受けています。 
このたび、下記のとおり一部の駅頭で周知活動を行います。 

 
記 

 
1. 活動名称 「自殺予防いのちの電話」フリーダイヤル実施にともなう周知活動 
 
2. 実施期間 2012年 9月 10日（月）各箇所午前 8時 30分より（横浜駅を除く） 
 
3. 実施箇所 東京駅（丸の内地下中央口及び北口） 8時 30分～ 

新宿駅（南口） 8時 30分～ 
横浜駅（中央通路） 17時 00分～（横浜市と同時開催のため） 
大宮駅（西口） 8時 30分～ 
千葉駅（東口） 8時 30分～ 

 
4. 活動内容 「自殺予防いのちの電話」フリーダイヤル実施に伴うカードの駅頭配布 

※参考 フリーダイヤル設置期間 
2013年 3月までの毎月 10日（8:00～翌日 8:00） 
電話番号 0120－738－556 

 
5. 配布部数  各箇所 2,000部 
 
 
6. そ の 他  ・新宿駅では内閣府自殺対策推進室の自殺予防週間キャンペーンとあわせて 

駅頭周知活動を行います。 
・いのちの電話の活動については「別紙１」をご覧下さい。 
・カードのイメージは「別紙２」をご覧下さい。 

         
以上 



「いのちの電話」について 

 
１．目的 
 精神的危機に直面し、援助と励まし求めている人々と、主に電話という 
手段で対話し、希望をもって生活できるよう援助することを目的とする相

談事業。 
 
２．業務概況 
いのちの電話は 1953 年英国ロンドンで始められた。わが国では 1971 年
東京で開始された。1973 年 12 月には社会福祉法人格を取得、さらに 1977
年には日本いのちの電話連盟が結成された、 
その後この組織は全国的に拡大し、2012年 6月現在、51箇所、約 7,100
人（東京 315人）の相談員が 24時間体制で眠らぬダイヤル「いのちの電話」
ボランティアとして活動をしている。連盟は 2009年には一般社団法人格を
取得した。 
相談件数は全国で、およそ 753,600 件、東京(28,400 件)と多摩(16,200
件)センターで 44,600件で全国の約 6.0％となっている。(2012年 1月～12
月) 

 
３．組織 
一般社団法人日本いのちの電話連盟 
加盟団体 
41都道府県において 49センター・51ヶ所（分室：2） 
現在未設置センター 富山県 石川県 福井県  
                   山口県 宮崎県 徳島県の 6県 

 
４．相談体制（平成 24年６月現在） 
相談員数（ボランティア）  7,102人（男性 1,201人 女性 5,901人） 
電話設置台数  全国で 138台 

   相談員は最低 60 時間、9 ヶ月以上の研修を受け、いのちの電話からの認定
を受けた者が当たることとなっている。 

  24センターにおいて 365日 24時間対応（無休） 
 
５．相談実績（平成 23年 1月～12月）   うち自殺志向の相談件数 
相談件数    753,557件(755,485件)   70,298件(71,233件) 9.3% 

   うち男性    384,038件(384,342件)      29,882件(30,077件)     
〃 女性   369,519件(371,143件)   40,416件(41,156件)  

※（ ）内は平成 22年 1月～12月の相談件数 
上記件数に含まれていますが、フリーダイヤル自殺予防いのちの電話のうち、 
毎月 10日の件数は 27,928件(男性 16,233  女性 11,695)となっている。 
このうちの自殺志向は 9,132件で約 32.7%である。 

別紙１



 
 
 

「いのちの電話」告知カード 
 
 
 

1 配布物 「いのちの電話」告知カード（ポケットティッシュ） 
 

2 配布部数 各箇所 2,000部 

 

3 カードデザイン 

表面 

 

裏面 
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